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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　赤、緑、青、及び白の４色の画素が予め定められた順序で複数配列され、互いに隣合う
赤、緑、青、及び白の各色１つずつの４つの画素により１つの絵素を構成する表示素子を
、供給された赤、緑、青の３色の階調データに基づいて駆動する方法において、
　１つの絵素の表示色を定義するための赤、緑、青の３色の各階調データＤＲ，ＤＧ，Ｄ

Ｂの値毎に、
　　Ｒ’Ｒ＝ＲＲ{１＋ｔＲｍｉｎ（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／（ＲＲＬ

ｍａｘＲ＋ＲＧＬｍａｘＧ＋ＲＢＬｍａｘＢ）}－Ｒ’ＷＬｍａｘＷ／（ＬｍａｘＲ＋Ｌ

ｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）
　　Ｒ’Ｇ＝ＲＧ{１＋ｔＲｍｉｎ（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／（ＲＲＬ

ｍａｘＲ＋ＲＧＬｍａｘＧ＋ＲＢＬｍａｘＢ）}－Ｒ’ＷＬｍａｘＷ／（ＬｍａｘＲ＋Ｌ

ｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）
　　Ｒ’Ｂ＝ＲＢ{１＋ｔＲｍｉｎ（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／（ＲＲＬ

ｍａｘＲ＋ＲＧＬｍａｘＧ＋ＲＢＬｍａｘＢ）}－Ｒ’ＷＬｍａｘＷ／（ＬｍａｘＲ＋Ｌ

ｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）
　ただし、Ｒ’Ｒ，Ｒ’Ｇ，Ｒ’Ｂ，Ｒ’Ｗは、赤、緑、青、及び白の各色の画素へ入力
階調値Ｄ’Ｒ，Ｄ’Ｇ，Ｄ’Ｂ，Ｄ’Ｗに対応する電圧を印加したときの輝度を表示輝度
Ｌ’Ｒ，Ｌ’Ｇ，Ｌ’Ｂ，Ｌ’Ｗとし、赤、緑、青、及び白の４色の画素それぞれの最大
階調値の輝度を最大階調輝度ＬｍａｘＲ，ＬｍａｘＧ，ＬｍａｘＢ，ＬｍａｘＷとし、前
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記入力階調値Ｄ’Ｒ，Ｄ’Ｇ，Ｄ’Ｂ，Ｄ’Ｗに対応する電圧を印加したときの輝度率を
表示輝度率Ｒ’Ｒ＝Ｌ’Ｒ／ＬｍａｘＲ，Ｒ’Ｇ＝Ｌ’Ｇ／ＬｍａｘＧ，Ｒ’Ｂ＝Ｌ’Ｂ

／ＬｍａｘＢ，Ｒ’Ｗ＝Ｌ’Ｗ／ＬｍａｘＷとし、赤、緑、青、及び白の各色の画素へ各
階調データＤＲ，ＤＧ，ＤＢに対応する電圧を印加したときの輝度である階調データ輝度
をＬＲ，ＬＧ，ＬＢとし、この階調データ輝度をＬＲ，ＬＧ，ＬＢの階調データ輝度率を
ＲＲ＝ＬＲ／ＬｍａｘＲ，ＲＧ＝ＬＧ／ＬｍａｘＧ，ＲＢ＝ＬＢ／ＬｍａｘＢとし、これ
ら階調データ輝度率をＲＲ，ＲＧ，ＲＢのうちの最小値をＲｍｉｎとし、tを０よりも大
きく、ＬｍａｘＷ／（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）以下の範囲の予め定めた任
意の値とし、
　且つ、白色画素の表示輝度率Ｒ’Ｗは、赤、緑、青、及び白の各色の画素の表示輝度Ｌ
’Ｒ，Ｌ’Ｇ，Ｌ’Ｂ，Ｌ’Ｗのうちの、これらの値が最も小さい値となる色の画素と、
２番目に小さい値となる色の画素と、が表示画面上で互いに隣接して配置されている場合
には、前記２番目に小さい値となる画素の輝度率と実質的に一致させた値とし、
　前記表示輝度Ｌ’Ｒ，Ｌ’Ｇ，Ｌ’Ｂ，Ｌ’Ｗのうちの、これらの値が最も小さい値と
なる色の画素と、２番目に小さい値となる色の画素と、が表示画面上で互いに隣接してい
ない場合には、前記最も小さい値となる画素の輝度率と実質的に一致させた値とし、各式
を満たすように、赤、緑、青、及び白の各色の画素へ供給する入力階調値Ｄ’Ｒ，Ｄ’Ｇ

，Ｄ’Ｂ，Ｄ’Ｗを算出し、これらの階調値Ｄ’Ｒ，Ｄ’Ｇ，Ｄ’Ｂ，Ｄ’Ｗの４色のデ
ータ信号を赤、緑、青、及び白の４色の画素にそれぞれ供給する、
ことを特徴とする表示素子の駆動方法。
【請求項２】
　輝度率係数ＲｆＲ，ＲｆＧ，ＲｆＢを、
　　ＲｆＲ＝ＲＲ{１＋ｔＲｍｉｎ（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／（ＲＲＬ

ｍａｘＲ＋ＲＧＬｍａｘＧ＋ＲＢＬｍａｘＢ）}（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ

）／（２ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）
　　ＲｆＧ＝ＲＧ{１＋ｔＲｍｉｎ（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／（ＲＲＬ

ｍａｘＲ＋ＲＧＬｍａｘＧ＋ＲＢＬｍａｘＢ）}（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ

）／（ＬｍａｘＲ＋２ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）
　　ＲｆＢ＝ＲＢ{１＋ｔＲｍｉｎ（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／（ＲＲＬ

ｍａｘＲ＋ＲＧＬｍａｘＧ＋ＲＢＬｍａｘＢ）}（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ

）／（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋２ＬｍａｘＢ）
と定義したとき、
　白色画素の表示輝度率Ｒ’Ｗは、前記輝度率係数ＲｆＲ，ＲｆＧ，ＲｆＢの値のうちの
、最も小さい値の画素が表示画面上で白画素と隣接しているとき、前記輝度率係数が二番
目に小さい値の画素の表示輝度率と実質的に等しい値に設定し、
　前記輝度率係数ＲｆＲ，ＲｆＧ，ＲｆＢの値のうちの、最も小さい値の画素が表示画面
上で白画素と隣接していないときは、前記最も小さい値の画素の表示輝度率と実質的に等
しい値に設定した、
ことを特徴とする請求項１に記載の表示素子の駆動方法。
【請求項３】
　赤、緑、青、及び白の４色の画素が予め定められた順序で複数配列され、互いに隣合う
赤、緑、青、及び白の各色１つずつの４つの画素により１つの絵素を構成する表示素子を
、供給された赤、緑、青の３色の階調データＤＲ，ＤＧ，ＤＢに基づいて赤、緑、青、及
び白の４色の画素にそれぞれ供給する４つの入力階調値Ｄ’Ｒ，Ｄ’Ｇ，Ｄ’Ｂ，Ｄ’Ｗ

を生成して各画素に供給することにより駆動する方法において、
　前記赤、緑、青、及び白の４色の画素は、各画素に供給される前記入力階調値と、前記
入力階調値に応じた電圧が印加されることによって得られる輝度と、が比例するように形
成されており、
　供給された階調データに対応する赤、緑、青の３色の画素の階調データ輝度率をそれぞ
れＲＲ＝ＤＲ／Ｄｆ，ＲＧ＝ＤＧ／Ｄｆ，ＲＢ＝ＤＢ／Ｄｆ（Ｄｆは最大階調の値）で表
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し、当該階調データ輝度率ＲＲ，ＲＧ，ＲＢのうちの最小値をＲｍｉｎとし、
　階調データＤＲ，ＤＧ，ＤＢが全て０のとき、
　前記４つの入力階調値Ｄ’Ｒ，Ｄ’Ｇ，Ｄ’Ｂ，Ｄ’Ｗは、全て０とし、
　階調データＤＲ，ＤＧ，ＤＢの少なくとも１つが０以外のとき、
　入力階調値Ｄ’Ｒは、
　　ＤＲ{１＋ｔＲｍｉｎ（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／（ＲＲＬｍａｘＲ

＋ＲＧＬｍａｘＧ＋ＲＢＬｍａｘＢ）}－Ｃ’ＬｍａｘＷ／（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋
ＬｍａｘＢ）
を整数化した値に、
　入力階調値Ｄ’Ｇは、
　　ＤＧ{１＋ｔＲｍｉｎ（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／（ＲＲＬｍａｘＲ

＋ＲＧＬｍａｘＧ＋ＲＢＬｍａｘＢ）}－Ｃ’ＬｍａｘＷ／（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋
ＬｍａｘＢ）
を整数化した値に、
　入力階調値Ｄ’Ｂは、
　　ＤＢ{１＋ｔＲｍｉｎ（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／（ＲＲＬｍａｘＲ

＋ＲＧＬｍａｘＧ＋ＲＢＬｍａｘＢ）}－Ｃ’ＬｍａｘＷ／（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋
ＬｍａｘＢ）
を整数化した値に、
　入力階調値Ｄ’Ｗは、Ｃ’を整数化した値に、
　ただし、Ｒ’Ｒ，Ｒ’Ｇ，Ｒ’Ｂ，Ｒ’Ｗは、赤、緑、青、及び白の各色の画素へ入力
階調値Ｄ’Ｒ，Ｄ’Ｇ，Ｄ’Ｂ，Ｄ’Ｗに対応する電圧を印加したときの輝度を表示輝度
Ｌ’Ｒ，Ｌ’Ｇ，Ｌ’Ｂ，Ｌ’Ｗとし、赤、緑、青、及び白の各色の画素それぞれの最大
階調値の輝度を最大階調輝度ＬｍａｘＲ，ＬｍａｘＧ，ＬｍａｘＢ，ＬｍａｘＷとし、前
記入力階調値Ｄ’Ｒ，Ｄ’Ｇ，Ｄ’Ｂ，Ｄ’Ｗに対応する電圧を印加したときの輝度率を
表示輝度率Ｒ’Ｒ＝Ｌ’Ｒ／ＬｍａｘＲ，Ｒ’Ｇ＝Ｌ’Ｇ／ＬｍａｘＧ，Ｒ’Ｂ＝Ｌ’Ｂ

／ＬｍａｘＢ，Ｒ’Ｗ＝Ｌ’Ｗ／ＬｍａｘＷとし、赤、緑、青の各色の画素へ前記各階調
データＤＲ，ＤＧ，ＤＢに対応する電圧を印加したときの輝度である階調データ輝度をＬ

Ｒ，ＬＧ，ＬＢとし、tを０よりも大きく、ＬｍａｘＷ／（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋Ｌ

ｍａｘＢ）以下の範囲の予め定めた任意の値とし、
　ここで、Ｃ’は、
　第１の階調値係数ＤｆＲ，ＤｆＧ，ＤｆＢを、
　　ＤｆＲ＝ＤＲ{１＋ｔＲｍｉｎ（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／（ＲＲＬ

ｍａｘＲ＋ＲＧＬｍａｘＧ＋ＲＢＬｍａｘＢ）}（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ

）／（２ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）
　　ＤｆＧ＝ＤＧ{１＋ｔＲｍｉｎ（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／（ＲＲＬ

ｍａｘＲ＋ＲＧＬｍａｘＧ＋ＲＢＬｍａｘＢ）}（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ

）／（ＬｍａｘＲ＋２ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）
　　ＤｆＢ＝ＤＢ{１＋ｔＲｍｉｎ（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／（ＲＲＬ

ｍａｘＲ＋ＲＧＬｍａｘＧ＋ＲＢＬｍａｘＢ）}（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ

）／（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋２ＬｍａｘＢ）
と定義し、
　第２の階調値係数ＤｍＲ，ＤｍＧ，ＤｍＢを
　　ＤｍＲ＝ＤＲ{１＋ｔＲｍｉｎ（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／（ＲＲＬ

ｍａｘＲ＋ＲＧＬｍａｘＧ＋ＲＢＬｍａｘＢ）}
　　ＤｍＧ＝ＤＧ{１＋ｔＲｍｉｎ（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／（ＲＲＬ

ｍａｘＲ＋ＲＧＬｍａｘＧ＋ＲＢＬｍａｘＢ）}
　　ＤｍＢ＝ＤＢ{１＋ｔＲｍｉｎ（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／（ＲＲＬ

ｍａｘＲ＋ＲＧＬｍａｘＧ＋ＲＢＬｍａｘＢ）}
と定義し、
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　これらの第２の階調値係数ＤｍＲ，ＤｍＧ，ＤｍＢのうちの最も小さい値をＤｍｍｉｎ

、これらの第２の階調値係数ＤｍＲ，ＤｍＧ，ＤｍＢのうちの最も大きい値をＤｍｍａｘ

としたとき、
　第１の階調値係数ＤｆＲ，ＤｆＧ，ＤｆＢのうちの、最も小さい値がＤｆＲまたはＤｆ

Ｂで、２番目に小さい値がＤｆＧのときは、
　　Ｄｍｍｉｎ＜ＤｆＧの場合、
　　　Ｃ’＝Ｄｍｍｉｎ（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／ＬｍａｘＷ

　　Ｄｍｍａｘ－Ｄｆ＞ＤｆＧの場合、
　　　Ｃ’＝（Ｄｍｍａｘ－Ｄｆ）（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／Ｌｍａｘ

Ｗ

　　Ｄｍｍｉｎ＜ＤｆＧ、且つ、Ｄｍｍａｘ－Ｄｆ＞ＤｆＧ以外の場合、
　　　Ｃ’＝ＤｆＧ（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／ＬｍａｘＷ

　第１の階調値係数ＤｆＲ，ＤｆＧ，ＤｆＢのうちの、最も小さい値がＤｆＲで、２番目
に小さい値がＤｆＢのときは、
　　Ｄｍｍｉｎ＜ＤｆＢの場合、
　　　Ｃ’＝Ｄｍｍｉｎ（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／ＬｍａｘＷ

　　Ｄｍｍａｘ－Ｄｆ＞ＤｆＢの場合、
　　　Ｃ’＝（Ｄｍｍａｘ－Ｄｆ）（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／Ｌｍａｘ

Ｗ

　　Ｄｍｍｉｎ＜ＤｆＢ、且つ、Ｄｍｍａｘ－Ｄｆ＞ＤｆＢ以外の場合、
　　　Ｃ’＝ ＤｆＢ（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／ＬｍａｘＷ

　第１の階調値係数ＤｆＲ，ＤｆＧ，ＤｆＢのうちの、最も小さい値がＤｆＢで、２番目
に小さい値がＤｆＲのときは、
　　Ｄｍｍｉｎ＜ＤｆＲの場合、
　　　Ｃ’＝Ｄｍｍｉｎ（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／ＬｍａｘＷ

　　Ｄｍｍａｘ－Ｄｆ＞ＤｆＲの場合、
　　　Ｃ’＝（Ｄｍｍａｘ－Ｄｆ）（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／Ｌｍａｘ

Ｗ

　　Ｄｍｍｉｎ＜ＤｆＲ、且つ、Ｄｍｍａｘ－Ｄｆ＞ＤｆＲ以外の場合、
　　　Ｃ’＝ ＤｆＲ（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／ＬｍａｘＷ

　第１の階調値係数ＤｆＲ，ＤｆＧ，ＤｆＢのうちの、最も小さい値がＤｆＧのときは、
　　Ｄｍｍｉｎ＜ＤｆＧの場合、
　　　Ｃ’＝Ｄｍｍｉｎ（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／ＬｍａｘＷ

　　Ｄｍｍａｘ－Ｄｆ＞ＤｆＧの場合、
　　　Ｃ’＝（Ｄｍｍａｘ－Ｄｆ）（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／Ｌｍａｘ

Ｗ

　　Ｄｍｍｉｎ＜ＤｆＧ、且つ、Ｄｍｍａｘ－Ｄｆ＞ＤｆＧ以外の場合、
　　　Ｃ’＝ＤｆＧ（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／ＬｍａｘＷ

にそれぞれ設定して算出し、算出された前記入力階調値Ｄ’Ｒ，Ｄ’Ｇ，Ｄ’Ｂ，Ｄ’Ｗ

の４色のデータ信号を前記赤、緑、青、及び白の４色の画素にそれぞれ供給する、
ことを特徴とする表示素子の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、赤、緑、青、及び白の４色の画素により１つの絵素を構成する表示素子の
駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、カラー画像を表示する表示素子として、画面を明るくするために、赤、緑、青、
及び白の４色の画素により１つの絵素を構成した表示素子が提案されている（特許文献１
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参照）。
【０００３】
　この４色の画素により１つの絵素を構成した表示素子は、供給された赤、緑、青の３色
の階調データに基づいて、これらの３色の階調データのうちの最小値の階調データからバ
イアス値を演算により定めて、その値を白色画素の駆動階調データとし、前記入力された
赤、緑、青の３色の階調データからそれぞれ前記白色画素の駆動階調データの階調値を減
算して赤、緑、青の３色の画素それぞれの駆動階調データを求め、これらの駆動階調デー
タにそれぞれ対応した赤、緑、青、及び白の４色のデータ信号を赤、緑、青、及び白の４
色の画素にそれぞれ供給する方法で駆動されている（特許文献２参照）。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、上記従来の駆動方法では、供給された赤、緑、青の３色の階調データの階調値
が互いに異なるとき、つまり赤、緑、青の３色の階調データが、赤、緑、青の３色を互い
に異なる比率で混色させた中間色を定めたデータであるときに、前記表示素子の表示色に
色ずれが生じ、供給された赤、緑、青の３色の階調データに対応した色再現性の良いカラ
ー画像を表示することができない。
【０００５】
　この発明は、赤、緑、青、及び白の４色の画素により１つの絵素を構成した液晶表示素
子に、供給された赤、緑、青の３色の階調データに対応した色再現性の良いカラー画像を
表示させることができる駆動方法を提供することを目的としたものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記課題を解決するため、本発明の表示素子の駆動方法の一態様は、
　赤、緑、青、及び白の４色の画素が予め定められた順序で複数配列され、互いに隣合う
赤、緑、青、及び白の各色１つずつの４つの画素により１つの絵素を構成する表示素子を
、供給された赤、緑、青の３色の階調データに基づいて駆動する方法において、
　１つの絵素の表示色を定義するための赤、緑、青の３色の各階調データＤＲ，ＤＧ，Ｄ

Ｂの値毎に、
　　Ｒ’Ｒ＝ＲＲ{１＋ｔＲｍｉｎ（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／（ＲＲＬ

ｍａｘＲ＋ＲＧＬｍａｘＧ＋ＲＢＬｍａｘＢ）}－Ｒ’ＷＬｍａｘＷ／（ＬｍａｘＲ＋Ｌ

ｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）
　　Ｒ’Ｇ＝ＲＧ{１＋ｔＲｍｉｎ（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／（ＲＲＬ

ｍａｘＲ＋ＲＧＬｍａｘＧ＋ＲＢＬｍａｘＢ）}－Ｒ’ＷＬｍａｘＷ／（ＬｍａｘＲ＋Ｌ

ｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）
　　Ｒ’Ｂ＝ＲＢ{１＋ｔＲｍｉｎ（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／（ＲＲＬ

ｍａｘＲ＋ＲＧＬｍａｘＧ＋ＲＢＬｍａｘＢ）}－Ｒ’ＷＬｍａｘＷ／（ＬｍａｘＲ＋Ｌ

ｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）
　ただし、Ｒ’Ｒ，Ｒ’Ｇ，Ｒ’Ｂ，Ｒ’Ｗは、赤、緑、青、及び白の各色の画素へ入力
階調値Ｄ’Ｒ，Ｄ’Ｇ，Ｄ’Ｂ，Ｄ’Ｗに対応する電圧を印加したときの輝度を表示輝度
Ｌ’Ｒ，Ｌ’Ｇ，Ｌ’Ｂ，Ｌ’Ｗとし、赤、緑、青、及び白の４色の画素それぞれの最大
階調値の輝度を最大階調輝度ＬｍａｘＲ，ＬｍａｘＧ，ＬｍａｘＢ，ＬｍａｘＷとし、前
記入力階調値Ｄ’Ｒ，Ｄ’Ｇ，Ｄ’Ｂ，Ｄ’Ｗに対応する電圧を印加したときの輝度率を
表示輝度率Ｒ’Ｒ＝Ｌ’Ｒ／ＬｍａｘＲ，Ｒ’Ｇ＝Ｌ’Ｇ／ＬｍａｘＧ，Ｒ’Ｂ＝Ｌ’Ｂ

／ＬｍａｘＢ，Ｒ’Ｗ＝Ｌ’Ｗ／ＬｍａｘＷとし、赤、緑、青、及び白の各色の画素へ各
階調データＤＲ，ＤＧ，ＤＢに対応する電圧を印加したときの輝度である階調データ輝度
をＬＲ，ＬＧ，ＬＢとし、この階調データ輝度をＬＲ，ＬＧ，ＬＢの階調データ輝度率を
ＲＲ＝ＬＲ／ＬｍａｘＲ，ＲＧ＝ＬＧ／ＬｍａｘＧ，ＲＢ＝ＬＢ／ＬｍａｘＢとし、これ
ら階調データ輝度率をＲＲ，ＲＧ，ＲＢのうちの最小値をＲｍｉｎとし、tを０よりも大
きく、ＬｍａｘＷ／（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）以下の範囲の予め定めた任
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意の値とし、
　且つ、白色画素の表示輝度率Ｒ’Ｗは、赤、緑、青、及び白の各色の画素の表示輝度Ｌ
’Ｒ，Ｌ’Ｇ，Ｌ’Ｂ，Ｌ’Ｗのうちの、これらの値が最も小さい値となる色の画素と、
２番目に小さい値となる色の画素と、が表示画面上で互いに隣接して配置されている場合
には、前記２番目に小さい値となる画素の輝度率と実質的に一致させた値とし、
　前記表示輝度Ｌ’Ｒ，Ｌ’Ｇ，Ｌ’Ｂ，Ｌ’Ｗのうちの、これらの値が最も小さい値と
なる色の画素と、２番目に小さい値となる色の画素と、が表示画面上で互いに隣接してい
ない場合には、前記最も小さい値となる画素の輝度率と実質的に一致させた値とし、各式
を満たすように、赤、緑、青、及び白の各色の画素へ供給する入力階調値Ｄ’Ｒ，Ｄ’Ｇ

，Ｄ’Ｂ，Ｄ’Ｗを算出し、これらの階調値Ｄ’Ｒ，Ｄ’Ｇ，Ｄ’Ｂ，Ｄ’Ｗの４色のデ
ータ信号を赤、緑、青、及び白の４色の画素にそれぞれ供給する、
ことを特徴とする。
【０００９】
　前記課題を解決するため、本発明の表示素子の駆動方法の一態様は、
　赤、緑、青、及び白の４色の画素が予め定められた順序で複数配列され、互いに隣合う
赤、緑、青、及び白の各色１つずつの４つの画素により１つの絵素を構成する表示素子を
、供給された赤、緑、青の３色の階調データＤＲ，ＤＧ，ＤＢに基づいて赤、緑、青、及
び白の４色の画素にそれぞれ供給する４つの入力階調値Ｄ’Ｒ，Ｄ’Ｇ，Ｄ’Ｂ，Ｄ’Ｗ

を生成して各画素に供給することにより駆動する方法において、
　前記赤、緑、青、及び白の４色の画素は、各画素に供給される前記入力階調値と、前記
入力階調値に応じた電圧が印加されることによって得られる輝度と、が比例するように形
成されており、
　供給された階調データに対応する赤、緑、青の３色の画素の階調データ輝度率をそれぞ
れＲＲ＝ＤＲ／Ｄｆ，ＲＧ＝ＤＧ／Ｄｆ，ＲＢ＝ＤＢ／Ｄｆ（Ｄｆは最大階調の値）で表
し、当該階調データ輝度率ＲＲ，ＲＧ，ＲＢのうちの最小値をＲｍｉｎとし、
　階調データＤＲ，ＤＧ，ＤＢが全て０のとき、
　前記４つの入力階調値Ｄ’Ｒ，Ｄ’Ｇ，Ｄ’Ｂ，Ｄ’Ｗは、全て０とし、
　階調データＤＲ，ＤＧ，ＤＢの少なくとも１つが０以外のとき、
　入力階調値Ｄ’Ｒは、
　　ＤＲ{１＋ｔＲｍｉｎ（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／（ＲＲＬｍａｘＲ

＋ＲＧＬｍａｘＧ＋ＲＢＬｍａｘＢ）}－Ｃ’ＬｍａｘＷ／（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋
ＬｍａｘＢ）
を整数化した値に、
　入力階調値Ｄ’Ｇは、
　　ＤＧ{１＋ｔＲｍｉｎ（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／（ＲＲＬｍａｘＲ

＋ＲＧＬｍａｘＧ＋ＲＢＬｍａｘＢ）}－Ｃ’ＬｍａｘＷ／（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋
ＬｍａｘＢ）
を整数化した値に、
　入力階調値Ｄ’Ｂは、
　　ＤＢ{１＋ｔＲｍｉｎ（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／（ＲＲＬｍａｘＲ

＋ＲＧＬｍａｘＧ＋ＲＢＬｍａｘＢ）}－Ｃ’ＬｍａｘＷ／（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋
ＬｍａｘＢ）
を整数化した値に、
　入力階調値Ｄ’Ｗは、Ｃ’を整数化した値に、
　ただし、Ｒ’Ｒ，Ｒ’Ｇ，Ｒ’Ｂ，Ｒ’Ｗは、赤、緑、青、及び白の各色の画素へ入力
階調値Ｄ’Ｒ，Ｄ’Ｇ，Ｄ’Ｂ，Ｄ’Ｗに対応する電圧を印加したときの輝度を表示輝度
Ｌ’Ｒ，Ｌ’Ｇ，Ｌ’Ｂ，Ｌ’Ｗとし、赤、緑、青、及び白の各色の画素それぞれの最大
階調値の輝度を最大階調輝度ＬｍａｘＲ，ＬｍａｘＧ，ＬｍａｘＢ，ＬｍａｘＷとし、前
記入力階調値Ｄ’Ｒ，Ｄ’Ｇ，Ｄ’Ｂ，Ｄ’Ｗに対応する電圧を印加したときの輝度率を
表示輝度率Ｒ’Ｒ＝Ｌ’Ｒ／ＬｍａｘＲ，Ｒ’Ｇ＝Ｌ’Ｇ／ＬｍａｘＧ，Ｒ’Ｂ＝Ｌ’Ｂ
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／ＬｍａｘＢ，Ｒ’Ｗ＝Ｌ’Ｗ／ＬｍａｘＷとし、赤、緑、青の各色の画素へ前記各階調
データＤＲ，ＤＧ，ＤＢに対応する電圧を印加したときの輝度である階調データ輝度をＬ

Ｒ，ＬＧ，ＬＢとし、tを０よりも大きく、ＬｍａｘＷ／（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋Ｌ

ｍａｘＢ）以下の範囲の予め定めた任意の値とし、
　ここで、Ｃ’は、
　第１の階調値係数ＤｆＲ，ＤｆＧ，ＤｆＢを、
　　ＤｆＲ＝ＤＲ{１＋ｔＲｍｉｎ（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／（ＲＲＬ

ｍａｘＲ＋ＲＧＬｍａｘＧ＋ＲＢＬｍａｘＢ）}（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ

）／（２ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）
　　ＤｆＧ＝ＤＧ{１＋ｔＲｍｉｎ（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／（ＲＲＬ

ｍａｘＲ＋ＲＧＬｍａｘＧ＋ＲＢＬｍａｘＢ）}（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ

）／（ＬｍａｘＲ＋２ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）
　　ＤｆＢ＝ＤＢ{１＋ｔＲｍｉｎ（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／（ＲＲＬ

ｍａｘＲ＋ＲＧＬｍａｘＧ＋ＲＢＬｍａｘＢ）}（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ

）／（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋２ＬｍａｘＢ）
と定義し、
　第２の階調値係数ＤｍＲ，ＤｍＧ，ＤｍＢを
　　ＤｍＲ＝ＤＲ{１＋ｔＲｍｉｎ（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／（ＲＲＬ

ｍａｘＲ＋ＲＧＬｍａｘＧ＋ＲＢＬｍａｘＢ）}
　　ＤｍＧ＝ＤＧ{１＋ｔＲｍｉｎ（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／（ＲＲＬ

ｍａｘＲ＋ＲＧＬｍａｘＧ＋ＲＢＬｍａｘＢ）}
　　ＤｍＢ＝ＤＢ{１＋ｔＲｍｉｎ（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／（ＲＲＬ

ｍａｘＲ＋ＲＧＬｍａｘＧ＋ＲＢＬｍａｘＢ）}
と定義し、
　これらの第２の階調値係数ＤｍＲ，ＤｍＧ，ＤｍＢのうちの最も小さい値をＤｍｍｉｎ

、これらの第２の階調値係数ＤｍＲ，ＤｍＧ，ＤｍＢのうちの最も大きい値をＤｍｍａｘ

としたとき、
　第１の階調値係数ＤｆＲ，ＤｆＧ，ＤｆＢのうちの、最も小さい値がＤｆＲまたはＤｆ

Ｂで、２番目に小さい値がＤｆＧのときは、
　　Ｄｍｍｉｎ＜ＤｆＧの場合、
　　　Ｃ’＝Ｄｍｍｉｎ（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／ＬｍａｘＷ

　　Ｄｍｍａｘ－Ｄｆ＞ＤｆＧの場合、
　　　Ｃ’＝（Ｄｍｍａｘ－Ｄｆ）（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／Ｌｍａｘ

Ｗ

　　Ｄｍｍｉｎ＜ＤｆＧ、且つ、Ｄｍｍａｘ－Ｄｆ＞ＤｆＧ以外の場合、
　　　Ｃ’＝ＤｆＧ（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／ＬｍａｘＷ

　第１の階調値係数ＤｆＲ，ＤｆＧ，ＤｆＢのうちの、最も小さい値がＤｆＲで、２番目
に小さい値がＤｆＢのときは、
　　Ｄｍｍｉｎ＜ＤｆＢの場合、
　　　Ｃ’＝Ｄｍｍｉｎ（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／ＬｍａｘＷ

　　Ｄｍｍａｘ－Ｄｆ＞ＤｆＢの場合、
　　　Ｃ’＝（Ｄｍｍａｘ－Ｄｆ）（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／Ｌｍａｘ

Ｗ

　　Ｄｍｍｉｎ＜ＤｆＢ、且つ、Ｄｍｍａｘ－Ｄｆ＞ＤｆＢ以外の場合、
　　　Ｃ’＝ ＤｆＢ（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／ＬｍａｘＷ

　第１の階調値係数ＤｆＲ，ＤｆＧ，ＤｆＢのうちの、最も小さい値がＤｆＢで、２番目
に小さい値がＤｆＲのときは、
　　Ｄｍｍｉｎ＜ＤｆＲの場合、
　　　Ｃ’＝Ｄｍｍｉｎ（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／ＬｍａｘＷ

　　Ｄｍｍａｘ－Ｄｆ＞ＤｆＲの場合、
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　　　Ｃ’＝（Ｄｍｍａｘ－Ｄｆ）（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／Ｌｍａｘ

Ｗ

　　Ｄｍｍｉｎ＜ＤｆＲ、且つ、Ｄｍｍａｘ－Ｄｆ＞ＤｆＲ以外の場合、
　　　Ｃ’＝ ＤｆＲ（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／ＬｍａｘＷ

　第１の階調値係数ＤｆＲ，ＤｆＧ，ＤｆＢのうちの、最も小さい値がＤｆＧのときは、
　　Ｄｍｍｉｎ＜ＤｆＧの場合、
　　　Ｃ’＝Ｄｍｍｉｎ（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／ＬｍａｘＷ

　　Ｄｍｍａｘ－Ｄｆ＞ＤｆＧの場合、
　　　Ｃ’＝（Ｄｍｍａｘ－Ｄｆ）（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／Ｌｍａｘ

Ｗ

　　Ｄｍｍｉｎ＜ＤｆＧ、且つ、Ｄｍｍａｘ－Ｄｆ＞ＤｆＧ以外の場合、
　　　Ｃ’＝ＤｆＧ（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／ＬｍａｘＷ

にそれぞれ設定して算出し、算出された前記入力階調値Ｄ’Ｒ，Ｄ’Ｇ，Ｄ’Ｂ，Ｄ’Ｗ

の４色のデータ信号を前記赤、緑、青、及び白の４色の画素にそれぞれ供給する、
ことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　この発明の駆動方法によれば、赤、緑、青、及び白の４色の画素により１つの絵素を構
成した液晶表示素子に、供給された赤、緑、青の３色の階調データに対応した色再現性の
良いカラー画像を表示させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　図１は表示装置の構成図であり、この表示装置は、赤、緑、青、及び白の４色の複数の
画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗ（図２参照）が予め定められた順序で複数配列され
、これらの赤、緑、青、及び白の４色の画素により１つの絵素を構成する表示素子、例え
ば液晶表示素子１と、外部から供給された赤、緑、青の３色の階調データに基づいて赤、
緑、青、及び白の４色の階調データを生成し、前記液晶表示素子１を駆動する駆動手段１
５と、により構成されている。
【００１３】
　図２は前記液晶表示素子１の一部分の断面図であり、この液晶表示素子１は、予め定め
た間隙を設けて対向配置された一対の透明基板２，３と、これらの基板２，３間の間隙に
封入された液晶層４と、前記一対の基板２，３の一方、例えば観察側（図において上側）
とは反対側の基板２の内面に、行方向（画面の左右方向）及び列方向（画面の上下方向）
にマトリックス状に配列させて形成された複数の透明な画素電極５と、他方の基板、つま
り観察側の基板３の内面に、前記複数の画素電極５の配列領域に対応させて形成された一
枚膜状の透明な対向電極６と、前記一対の基板２，３の外面にそれぞれ配置された一対の
偏光板１２，１３と、からなっている。
【００１４】
　この液晶表示素子１は、ＴＦＴ（薄膜トランジスタ）を能動素子としたアクティブマト
リックス液晶表示素子であり、図１では省略しているが、前記複数の画素電極５が形成さ
れた反対側基板２の内面に、前記複数の画素電極５にそれぞれ対応させて配置され、これ
らの画素電極５にそれぞれ接続された複数のＴＦＴと、各行のＴＦＴにゲート信号を供給
するための複数の走査線と、各列のＴＦＴにデータ信号を供給するための複数のデータ線
と、が設けられている。
【００１５】
　この液晶表示素子１は、その観察側とは反対側に配置された図示しない面光源から照射
された光の透過率を制御して画像を表示するものであり、前記複数の画素電極５と前記対
向電極６とが互いに対向する領域により、前記データ信号の供給、つまり前記電極５，６
間への前記データ信号に対応した電圧の印加により前記液晶層４の液晶分子の配向状態を
変化させて光の透過率を制御する複数の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗが形成され
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ている。
【００１６】
　前記複数の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗのうちの１／４の数の画素１３Ｒは、
赤色カラーフィルタ７Ｒを備えた赤色画素、他の１／４の数の画素１３Ｇは、緑色カラー
フィルタ７Ｇを備えた緑色画素、さらに他の１／４の数の画素１３Ｂは、青色カラーフィ
ルタ７Ｂを備えた青色画素、残りの１／４の数の画素１３Ｗは、カラーフィルタを備えな
い白色画素であり、前記赤、緑、青、及び白の各色の複数の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ
，１３Ｗが、交互にマトリックス状に配列させて形成されている。
【００１７】
　前記カラーフィルタ７Ｒ，７Ｇ，７Ｂは、前記一対の基板２，３のいずれか一方、例え
ば観察側基板３の内面に形成されており、さらに前記観察側基板３の内面には、前記白色
画素１３Ｗにそれぞれ対応させて、この白色画素１３Ｗの液晶層厚を、前記赤、緑、青の
３色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂの液晶層厚と同程度に調整するための無色の透明膜８
が形成されている。
【００１８】
　なお、前記対向電極６は、前記カラーフィルタ７Ｒ，７Ｇ，７Ｂ及び前記無色の透明膜
８の上に形成されており、また、前記一対の基板２，３の内面にはそれぞれ、前記複数の
画素電極５及び対向電極６を覆って配向膜９，１０が設けられている。
【００１９】
　そして、前記一対の基板２，３は、予め定めた間隙を設けて対向配置され、前記複数の
画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗがマトリックス状に配列された画面領域を囲む枠状
のシール材（図示せず）を介して接合されており、これらの基板２，３間の前記シール材
で囲まれた領域に液晶層４が封入されている。
【００２０】
　この液晶表示素子１は、前記液晶層４の液晶分子をツイスト配向させたＴＮまたはＳＴ
Ｎ型、液晶分子を基板２，３面に対して実質的に垂直に配向させた垂直配向型、液晶分子
をツイストさせることなく基板２，３面に対して実質的に平行に配向させた水平配向型、
液晶分子をベンド配向させるベンド配向型のいずれか、あるいは強誘電性または反強誘電
性液晶表示素子であり、前記一対の偏光板１１，１２は、それぞれの透過軸の向きを、各
画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗの電極５，６間に電圧を印加しないときの表示が黒
になるように設定して配置されている。
【００２１】
　なお、図１に示した液晶表示素子１は、一対の基板２，３の内面それぞれに設けられた
電極５，６間に電界を生じさせて液晶分子の配向状態を変化させるものであるが、それに
限らず、一対の基板のいずれか一方の内面に、複数の画素を形成するための例えば櫛状の
第１と第２の電極を設け、これらの電極間に横電界（基板面に沿う方向の電界）を生じさ
せて液晶分子の配向状態を変化させる横電界制御型のものでもよい。
【００２２】
　前記液晶表示素子１は、互いに隣合う赤、緑、青、及び白の各色１つずつの４つの画素
１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗにより１つの絵素１４を構成したものであり、マトリッ
クス状に配列した複数の絵素１４によりカラー画像を表示する。
【００２３】
　この液晶表示素子１は、赤、緑、青、及び白の４色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１
３Ｗにより１つの絵素１４を構成しているため、白色画素を備えず、赤、緑、青の３色の
画素により１つの絵素を構成した３色画素の液晶表示素子に比べて、画面を明るくするこ
とができる。
【００２４】
　次に、前記液晶表示素子１の駆動方法を説明すると、前記液晶表示素子１は、図１に示
した駆動手段１５により、外部から供給された映像信号の赤、緑、青の３色の階調データ
（赤、緑、青の３色それぞれの諧調を指定するデータ）ＤＲ，ＤＧ，ＤＢに基づいて、前
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記複数の絵素１４毎の赤、緑、青、及び白の４色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗ
を駆動するための赤、緑、青、及び白の４色の駆動階調データＤ’Ｒ，Ｄ’Ｇ，Ｄ’Ｂ，
Ｄ’Ｗを生成し、これらの駆動階調データＤ’Ｒ，Ｄ’Ｇ，Ｄ’Ｂ，Ｄ’Ｗにそれぞれ対
応した前記４色のデータ信号を前記複数の絵素１４の赤、緑、青、及び白の４色の画素１
３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗにそれぞれ供給することにより駆動する。
【００２５】
　前記駆動手段１５は、前記液晶表示素子１の複数の走査線に順次前記ＴＦＴをオンさせ
るためのゲート信号を供給する走査駆動回路１６と、前記液晶表示素子１の複数のデータ
線にデータ信号を供給するデータ駆動回路１７と、前記映像信号の赤、緑、青の３色の階
調データＤＲ，ＤＧ，ＤＢに基づいて前記液晶表示素子１の複数の絵素１４毎の赤、緑、
青、及び白の４色の駆動階調データＤ’Ｒ，Ｄ’Ｇ，Ｄ’Ｂ，Ｄ’Ｗを生成するための演
算部１８と、前記ゲート信号に対応した電圧及び前記赤、緑、青、及び白の４色の駆動階
調データＤ’Ｒ，Ｄ’Ｇ，Ｄ’Ｂ，Ｄ’Ｗの階調数に対応した複数の値の電圧を発生する
電源部１９と、前記走査駆動回路１６及びデータ駆動回路１７と演算部１８とを制御する
コントローラ２０と、からなっている。
【００２６】
　前記映像信号は、表示する画像に対応した同期信号と、前記複数の絵素１４それぞれの
表示色を定義するための赤、緑、青の３色の階調データＤＲ，ＤＧ，ＤＢと、を含む信号
であり、前記コントローラ２０に入力される。
【００２７】
　前記コントローラ２０は、前記映像信号から、前記同期信号等を分離して前記走査駆動
回路１６とデータ駆動回路１７とに供給し、また前記赤、緑、青の３色の階調データＤＲ

，ＤＧ，ＤＢを前記演算部１８に供給し、これらの回路の動作を制御する。
【００２８】
　前記演算部１８は、前記コントローラ２０から入力された赤、緑、青の３色の階調デー
タＤＲ，ＤＧ，ＤＢに基づいて、予め定めた演算手順に従った演算により、前記液晶表示
素子１の複数の絵素１４毎の赤、緑、青、及び白の４色の駆動階調データＤ’Ｒ，Ｄ’Ｇ

，Ｄ’Ｂ，Ｄ’Ｗを生成し、これらの駆動階調データＤ’Ｒ，Ｄ’Ｇ，Ｄ’Ｂ，Ｄ’Ｗを
前記データ駆動回路１７に供給する。
【００２９】
　そして、前記走査駆動回路１６は、前記電源部１９により発生された電圧値のゲート信
号を、前記コントローラ２０からの同期信号に対応して前記液晶表示素子１の複数の走査
線に順次供給する。
【００３０】
　前記データ駆動回路１７は、前記演算部１８からの前記赤、緑、青、及び白の４色の駆
動階調データＤ’Ｒ，Ｄ’Ｇ，Ｄ’Ｂ，Ｄ’Ｗにそれぞれ対応した電圧を前記電源部１９
から選択し、これらの電圧値の赤、緑、青、及び白の４色のデータ信号を、同期信号に対
応させて前記液晶表示素子１の複数のデータ線に供給する。
【００３１】
　すなわち、前記駆動手段１５は、前記液晶表示素子１の複数の画素行を、前記複数の走
査線へのゲート信号の供給により順次選択し、選択行の各画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，
１３Ｗの画素電極５に、前記演算部１８において生成された前記複数の絵素毎の赤、緑、
青、及び白の４色の駆動階調データＤ’Ｒ，Ｄ’Ｇ，Ｄ’Ｂ，Ｄ’Ｗにそれぞれ対応した
前記４色のデータ信号を前記複数の信号線及びＴＦＴを介して供給する。
【００３２】
　この駆動方法は、前記液晶表示素子１の前記複数の絵素１４毎に、１つの絵素１４の表
示色を定義するための赤、緑、青の３色の階調データＤＲ，ＤＧ，ＤＢにそれぞれ対応し
た前記１つの絵素１４の赤、緑、青の３色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂの輝度の合計値
に対する、前記各画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂの最大輝度の合計値の、前記各画素１３Ｒ
，１３Ｇ，１３Ｂの輝度のうちの最小の輝度率の割合に基づいて、前記１つの絵素１４の
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赤、緑、青、及び白の４色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗへそれぞれ供給する入
力諧調値Ｄ’Ｒ，Ｄ’Ｇ，Ｄ’Ｂ，Ｄ’Ｗを算出し、算出された前記入力諧調値Ｄ’Ｒ，
Ｄ’Ｇ，Ｄ’Ｂ，Ｄ’Ｗの４色のデータ信号を前記各赤、緑、青、及び白の４色の画素１
３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗにそれぞれ供給するようにしたものである。
【００３３】
　ここで、前記赤、緑、青、及び白の４色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗの最大
階調輝度は、これらの画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗにそれぞれ最大階調値の階調
データ（例えば入力された赤、緑、青の３色の階調データがそれぞれ階調値が０～６３の
６４段階のデータであるときは、階調値が６３の階調データ）に対応したデータ信号を供
給したときの出射光の強度である。
【００３４】
　すなわち、この駆動方法においては、１つの絵素１４の表示色を定義する赤、緑、青の
３色の諧調データＤＲ，ＤＧ，ＤＢ毎に、その各諧調データＤＲ，ＤＧ，ＤＢに対応する
輝度の合計値（ＲＲＬｍａｘＲ＋ＲＧＬｍａｘＧ＋ＲＢＬｍａｘＢ）に対する、赤、緑、
青の３色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂの最大輝度の合計値（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋
ＬｍａｘＢ）の割合と、前記赤、緑、青の３色の画素Ｒ，Ｇ，Ｂの輝度のうちの最小の輝
度率Ｒｍｉｎと、前記赤、緑、青の３色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂの最大輝度の合計
値（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）に対する白色画素１３Ｗの最大輝度Ｌｍａｘ

Ｗとを乗じた値に、前記赤、緑、青の３色の諧調データＤＲ，ＤＧ，ＤＢに対応する階調
データ輝度率をＲＲ，ＲＧ，ＲＢを加算し、これらの値から前記赤、緑、青の３色の画素
１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂの最大輝度の合計値（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）に
対する前記白色画素１３Ｗの輝度Ｒ’Ｗの割合を差し引くことによって、赤、緑、青、及
び白の４色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗの表示輝度率Ｒ’Ｒ，Ｒ’Ｇ，Ｒ’Ｂ

を得る。
【００３５】
　このとき、前記白色画素の輝度率Ｒ’Ｗは、赤、緑、青、及び白の４色の画素１３Ｒ，
１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗの表示輝度Ｌ’Ｒ，Ｌ’Ｇ，Ｌ’Ｂ，Ｌ’Ｗのうちの、これらの
値が最も小さい値となる色の画素と、２番目に小さい値となる色の画素が、表示画面上で
互いに隣接して配置されている場合には、前記２番目に小さい値となる画素の輝度がなる
べく大きくなるように、また、前記赤、緑、青、及び白の４色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１
３Ｂ，１３Ｗの表示輝度Ｌ’Ｒ，Ｌ’Ｇ，Ｌ’Ｂ，Ｌ’Ｗのうちの、これらの値が最も小
さい値となる色の画素と、２番目に小さい値となる色の画素が、表示画面上で互いに隣接
していない場合には、前記最も小さい値となる画素の輝度がなるべく大きくなるように設
定する。
【００３６】
　そして、この駆動方法では、上記条件を満たすように、前記赤、緑、青、及び白の４色
の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗにそれぞれ供給する入力諧調値Ｄ’Ｒ，Ｄ’Ｇ，
Ｄ’Ｂ，Ｄ’Ｗを算出し、これらの諧調値Ｄ’Ｒ，Ｄ’Ｇ，Ｄ’Ｂ，Ｄ’Ｗの４色のデー
タ信号を赤、緑、青、及び白の４色の画素にそれぞれ供給することにより、前記液晶表示
素子１を駆動する。
【００３７】
　より具体的には、１つの絵素１４の表示色を定義するための赤、緑、青の３色の階調デ
ータＤＲ，ＤＧ，ＤＢの値毎に、白色画素１３Ｗの輝度率Ｒ’Ｗの最適値を求め、この白
色画素の輝度率Ｒ’Ｗを基に、
　　Ｒ’Ｒ＝ＲＲ{１＋ｔＲｍｉｎ（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／（ＲＲＬ

ｍａｘＲ＋ＲＧＬｍａｘＧ＋ＲＢＬｍａｘＢ）}－Ｒ′ＷＬｍａｘＷ／（ＬｍａｘＲ＋Ｌ

ｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）
　　Ｒ’Ｇ＝ＲＧ{１＋ｔＲｍｉｎ（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／（ＲＲＬ

ｍａｘＲ＋ＲＧＬｍａｘＧ＋ＲＢＬｍａｘＢ）}－Ｒ′ＷＬｍａｘＷ／（ＬｍａｘＲ＋Ｌ

ｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）
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　　Ｒ’Ｂ＝ＲＢ{１＋ｔＲｍｉｎ（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／（ＲＲＬ

ｍａｘＲ＋ＲＧＬｍａｘＧ＋ＲＢＬｍａｘＢ）}－Ｒ′ＷＬｍａｘＷ／（ＬｍａｘＲ＋Ｌ

ｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）
　ただし、Ｒ’Ｒ，Ｒ’Ｇ，Ｒ’Ｂ，Ｒ’Ｗは、赤、緑、青、及び白の４色の画素１３Ｒ
，１３Ｇ．１３Ｂ，１３Ｗへ入力諧調値Ｄ’Ｒ，Ｄ’Ｇ，Ｄ’Ｂ，Ｄ’Ｗに対応する電圧
を印加したときの輝度を表示輝度Ｌ’Ｒ，Ｌ’Ｇ，Ｌ’Ｂ，Ｌ’Ｗとし、前記赤、緑、青
、及び白の４色の画素１３Ｒ，１３Ｇ．１３Ｂ，１３Ｗそれぞれの最大階調値の輝度を最
大階調輝度ＬｍａｘＲ，ＬｍａｘＧ，ＬｍａｘＢ，ＬｍａｘＷ，とし、前記入力諧調値Ｄ
’Ｒ，Ｄ’Ｇ，Ｄ’Ｂ，Ｄ’Ｗに対応する電圧を印加したときの輝度率を表示輝度率Ｒ’

Ｒ＝Ｌ’Ｒ／ＬｍａｘＲ，Ｒ’Ｇ＝Ｌ’Ｇ／ＬｍａｘＧ，Ｒ’Ｂ＝Ｌ’Ｂ／ＬｍａｘＢ，
Ｒ’Ｗ＝Ｌ’Ｗ／ＬｍａｘＷとし、赤、緑、青の３色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂへ前
記階調データＤＲ，ＤＧ，ＤＢに対応する電圧を印加したときの輝度である階調データ輝
度をＬＲ，ＬＧ，ＬＢとし、この階調データ輝度ＬＲ，ＬＧ，ＬＢの階調データ輝度率を
ＲＲ＝ＬＲ／ＬｍａｘＲ，ＲＧ＝ＬＧ／ＬｍａｘＧ，ＲＢ＝ＬＢ／ＬｍａｘＢとし、これ
ら階調データ輝度率ＲＲ，ＲＧ，ＲＢのうちの最小値をＲｍｉｎとし、tを０以上、Ｌｍ

ａｘＷ／（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）以下の範囲の予め定めた任意の値とす
る。
【００３８】
の各式を満たすように、赤、緑、青、及び白の各色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３
Ｗへ供給する入力諧調値Ｄ’Ｒ，Ｄ’Ｇ，Ｄ’Ｂ，Ｄ’Ｗを算出する。
【００３９】
　ここで、赤、緑、青の３色の各階調データＤＲ，ＤＧ，ＤＢの値毎に、最適値が求めら
れる白色画素１３Ｗの輝度率Ｒ’Ｗは、前記表示輝度Ｌ’Ｒ，Ｌ’Ｇ，Ｌ’Ｂ，Ｌ’Ｗの
うちの、これらの値が最も小さい値となる色の画素と、２番目に小さい値となる色の画素
が、表示画面上で互いに隣接して配置されている場合には、前記２番目に小さい値となる
画素の輝度と実質的に一致させ、また、前記表示輝度Ｌ’Ｒ，Ｌ’Ｇ，Ｌ’Ｂ，Ｌ’Ｗの
うちの、これらの値が最も小さい値となる色の画素と、２番目に小さい値となる色の画素
が、表示画面上で互いに隣接していない場合には、前記最も小さい値となる画素の輝度と
実質的に一致させる。
【００４０】
　この駆動方法は、このようにして算出された入力諧調値Ｄ’Ｒ，Ｄ’Ｇ，Ｄ’Ｂ，Ｄ’

Ｗの赤、緑、青、及び白の４色のデータ信号を、前記液晶表示素子１の各絵素１４毎に、
その絵素１４の赤、緑、青、及び白の４色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗにそれ
ぞれ供給することにより、前記液晶表示素子１を駆動する。
【００４１】
　この駆動方法によれば、同系列の色について諧調値の最も小さい色の諧調値と輝度とを
一次関数の関係にすることができ、前記赤、緑、青、及び白の４色の画素１３Ｒ，１３Ｇ
，１３Ｂ，１３Ｗにより１つの絵素１４を構成した液晶表示素子１における画像表示の違
和感を低減させ、供給された赤、緑、青の３色の階調データＤＲ，ＤＧ，ＤＢに対応した
色再現性の良いカラー画像を表示させることができる。
【００４２】
　さらに、この駆動方法によれば、色度と輝度とが近い色が広い面積にわたって広がる部
分が、黒を含む２つの色が交互に表示されているように見える現象が解消され、表示画像
の違和感をさらに低減させることができる。
【００４３】
　すなわち、前記液晶表示素子１を白色画素１３Ｗの輝度率Ｒ’Ｗの最適値を求めること
無く駆動すると、色度と輝度とが近い色がある程度広い面積に亘って広がる部分が、一様
な色に見えず、黒を含む２つの色が交互にするパッチワーク状に見えて、視観上、解像度
が低下し、表示画像に違和感を生じさせる。
【００４４】
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　これに対して、上記駆動方法は、赤、緑、青の３色の各階調データＤＲ，ＤＧ，ＤＢの
値毎に最適な白色画素１３Ｗの輝度率Ｒ’Ｗを求めて赤、緑、青、及び白の４色の入力諧
調値Ｄ’Ｒ，Ｄ’Ｇ，Ｄ’Ｂ，Ｄ’Ｗを算出するので、黒を含む２つの色が交互に見える
ような現象が解消される。
【００４５】
　上記駆動方法は、赤、緑、青の３色の各階調データＤＲ，ＤＧ，ＤＢ毎に下記の輝度率
係数ＲｆＲ，ＲｆＧ，ＲｆＢを算出し、これらの輝度率係数ＲｆＲ，ＲｆＧ，ＲｆＢの値
の大小関係毎に場合を分け、前記赤、緑、青の３色の各階調データＤＲ，ＤＧ，ＤＢ毎の
白色画素１３Ｗの輝度率Ｒ’Ｗを簡易的に設定することにより、実際の液晶表示素子１の
駆動方法に適用することができる。
【００４６】
　すなわち、前記輝度率係数ＲｆＲ，ＲｆＧ，ＲｆＢを、
　ＲｆＲ＝ＲＲ{１＋ｔＲｍｉｎ（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／（ＲＲＬｍ

ａｘＲ＋ＲＧＬｍａｘＧ＋ＲＢＬｍａｘＢ）}（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）
／（２ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）
　ＲｆＧ＝ＲＧ{１＋ｔＲｍｉｎ（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／（ＲＲＬｍ

ａｘＲ＋ＲＧＬｍａｘＧ＋ＲＢＬｍａｘＢ）}（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）
／（ＬｍａｘＲ＋２ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）
　ＲｆＢ＝ＲＢ{１＋ｔＲｍｉｎ（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／（ＲＲＬｍ

ａｘＲ＋ＲＧＬｍａｘＧ＋ＲＢＬｍａｘＢ）}（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）
／（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋２ＬｍａｘＢ）
と定義し、
　（１）輝度率係数ＲｆＲ，ＲｆＧ，ＲｆＢの値のうちの最も小さい値が輝度率係数Ｒｆ

Ｒであり、その輝度率係数ＲｆＲに対応する赤色画素１３Ｒが表示画面上で白色画素１３
Ｗと隣接し、且つ前記輝度率係数ＲｆＲ，ＲｆＧ，ＲｆＢの値のうちの二番目に小さい値
が輝度率係数ＲｆＧである場合、白色画素１３Ｗの表示輝度Ｌ’Ｗは、前記二番目に小さ
い輝度率係数ＲｆＧに対応する緑色画素１３Ｇの表示輝度Ｌ’Ｇと実質的に等しい値（Ｌ
’Ｗ＝Ｌ’ＧまたはＬ’Ｇに最も近い値）になるように、白色画素１３Ｗの輝度率Ｒ’Ｗ

を設定する。
【００４７】
　（２）輝度率係数ＲｆＲ，ＲｆＧ，ＲｆＢの値のうちの最も小さい値が輝度率係数Ｒｆ

Ｒであり、その輝度率係数ＲｆＲに対応する赤色画素１３Ｒが表示画面上で白色画素１３
Ｗと隣接し、且つ前記輝度率係数ＲｆＲ，ＲｆＧ，ＲｆＢの値のうちの二番目に小さい値
が輝度率係数ＲｆＢである場合、白色画素１３Ｗの表示輝度Ｌ’Ｗは、前記二番目に小さ
い輝度率係数ＲｆＢに対応する青色画素１３Ｂの表示輝度Ｌ’Ｂと実質的に等しい値（Ｌ
’Ｗ＝Ｌ’ＢまたはＬ’Ｂに最も近い値）になるように、白色画素１３Ｗの輝度率Ｒ’Ｗ

を設定する。
【００４８】
　（３）輝度率係数ＲｆＲ，ＲｆＧ，ＲｆＢの値のうちの最も小さい値が輝度率係数Ｒｆ

Ｇであり、その輝度率係数ＲｆＧに対応する緑色画素１３Ｇが表示画面上で白色画素１３
Ｗと隣接し、且つ前記輝度率係数ＲｆＲ，ＲｆＧ，ＲｆＢの値のうちの二番目に小さい値
が輝度率係数ＲｆＢである場合、白色画素１３Ｗの表示輝度Ｌ’Ｗは、前記二番目に小さ
い輝度率係数ＲｆＢに対応する青色画素１３Ｂの表示輝度Ｌ’Ｂと実質的に等しい値（Ｌ
’Ｗ＝Ｌ’ＢまたはＬ’Ｂに最も近い値）になるように、白色画素１３Ｗの輝度率Ｒ’Ｗ

を設定する。
【００４９】
　（４）輝度率係数ＲｆＲ，ＲｆＧ，ＲｆＢの値のうちの最も小さい値が輝度率係数Ｒｆ

Ｇであり、その輝度率係数ＲｆＧに対応する緑色画素１３Ｇが表示画面上で白色画素１３
Ｗと隣接し、且つ前記輝度率係数ＲｆＲ，ＲｆＧ，ＲｆＢの値のうちの二番目に小さい値
が輝度率係数ＲｆＲである場合、白色画素１３Ｗの表示輝度Ｌ’Ｗは、前記二番目に小さ
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い輝度率係数ＲｆＲに対応する赤色画素１３Ｒの表示輝度Ｌ’Ｒと実質的に等しい値（Ｌ
’Ｗ＝Ｌ’ＲまたはＬ’Ｒに最も近い値）になるように、白色画素１３Ｗの輝度率Ｒ’Ｗ

を設定する。
【００５０】
　（５）輝度率係数ＲｆＲ，ＲｆＧ，ＲｆＢの値のうちの最も小さい値が輝度率係数Ｒｆ

Ｂであり、その輝度率係数ＲｆＢに対応する青色画素１３Ｂが表示画面上で白色画素１３
Ｗと隣接し、且つ前記輝度率係数ＲｆＲ，ＲｆＧ，ＲｆＢの値のうちの二番目に小さい値
が輝度率係数ＲｆＲである場合、白色画素１３Ｗの表示輝度Ｌ’Ｗは、前記二番目に小さ
い輝度率係数ＲｆＲに対応する赤色画素１３Ｒの表示輝度Ｌ’Ｒと実質的に等しい値（Ｌ
’Ｗ＝Ｌ’ＲまたはＬ’Ｒに最も近い値）になるように、白色画素１３Ｗの輝度率Ｒ’Ｗ

を設定する。
【００５１】
　（６）輝度率係数ＲｆＲ，ＲｆＧ，ＲｆＢの値のうちの最も小さい値が輝度率係数Ｒｆ

Ｂであり、その輝度率係数ＲｆＢに対応する青色画素１３Ｂが表示画面上で白色画素１３
Ｗと隣接し、且つ前記輝度率係数ＲｆＲ，ＲｆＧ，ＲｆＢの値のうちの二番目に小さい値
が輝度率係数ＲｆＧである場合、白色画素１３Ｗの表示輝度Ｌ’Ｗは、前記二番目に小さ
い輝度率係数ＲｆＧに対応する緑色画素１３Ｇの表示輝度Ｌ’Ｇと実質的に等しい値（Ｌ
’Ｗ＝Ｌ’ＧまたはＬ’Ｇに最も近い値）になるように、白色画素１３Ｗの輝度率Ｒ’Ｗ

を設定する。
【００５２】
　（７）輝度率係数ＲｆＲ，ＲｆＧ，ＲｆＢの値のうちの最も小さい値が輝度率係数Ｒｆ

Ｒであり、その輝度率係数ＲｆＲに対応する赤色画素１３Ｒが表示画面上で白色画素１３
Ｗと隣接していない場合、白色画素１３Ｗの表示輝度Ｌ’Ｗは、前記赤色画素１３Ｒの表
示輝度Ｌ’Ｒと実質的に等しい値（Ｌ’Ｗ＝Ｌ’ＲまたはＬ’Ｒに最も近い値）になるよ
うに、白色画素１３Ｗの輝度率Ｒ’Ｗを設定する。
【００５３】
　（８）輝度率係数ＲｆＲ，ＲｆＧ，ＲｆＢの値のうちの最も小さい値が輝度率係数Ｒｆ

Ｇであり、その輝度率係数ＲｆＧに対応する緑色画素１３Ｇが表示画面上で白色画素１３
Ｗと隣接していない場合、白色画素１３Ｗの表示輝度Ｌ’Ｗは、前記緑色画素１３Ｇの表
示輝度Ｌ’Ｇと実質的に等しい値（Ｌ’Ｗ＝Ｌ’ＧまたはＬ’Ｇに最も近い値）になるよ
うに、白色画素１３Ｗの輝度率Ｒ’Ｗを設定する。
【００５４】
　（９）輝度率係数ＲｆＲ，ＲｆＧ，ＲｆＢの値のうちの最も小さい値が輝度率係数Ｒｆ

Ｂであり、その輝度率係数ＲｆＢに対応する青色画素１３Ｂが表示画面上で白色画素１３
Ｗと隣接していない場合、白色画素１３Ｗの表示輝度Ｌ’Ｗは、前記青色画素１３Ｂの表
示輝度Ｌ’Ｂと実質的に等しい値（Ｌ’Ｗ＝Ｌ’ＢまたはＬ’Ｂに最も近い値）になるよ
うに、白色画素１３Ｗの輝度率Ｒ’Ｗを設定する。
【００５５】
　このように、上記（１）～（９）のいずれの場合でも、白色画素１３Ｗの表示輝度Ｌ’

Ｗは、他の色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂの表示輝度Ｌ’Ｒ，Ｌ’Ｇ，Ｌ’Ｂのいずれ
かと実質的に等しい値に設定される。ここで、前記白色画素１３Ｗの表示輝度Ｌ’Ｗは、
他の色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂの表示輝度Ｌ’Ｒ，Ｌ’Ｇ，Ｌ’Ｂのうちの最も大
きい値に設定するのが好ましい。
【００５６】
　　（第１の実施例）
　以下、この発明の駆動方法の具体的な実施例を説明する。図３は、第１の実施例におけ
る１つの絵素の表示色を定義するための赤、緑、青の３色の各階調データＤＲ，ＤＧ，Ｄ

Ｂに対応して駆動する画素の選択例を示している。
【００５７】
　この実施例は、１つの絵素の表示色を定義するための赤、緑、青の３色の各階調データ
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ＤＲ，ＤＧ，ＤＢに対応して、１つの絵素を構成する赤、緑、青、及び白の４つの画素１
３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗを駆動するものである。
【００５８】
　すなわち、この実施例では、図３のような画素配列、つまり赤、緑、青、及び白の４色
の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗを、各行毎に、同じ順序、例えば赤色画素１３Ｒ
、緑色画素１３Ｇ、青色画素１３Ｂ、白色画素１３Ｗの順序で交互に並べて配列し、各行
毎に、互いに隣合う赤、緑、青、及び白の４つの画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗに
より複数の絵素を構成した画素配列において、図の太い実線で囲った領域の４つの画素、
すなわち各行毎の１つの絵素を構成する赤、緑、青、及び白の４つの画素１３Ｒ，１３Ｇ
，１３Ｂ，１３Ｗを、１絵素分の各階調データＤＲ，ＤＧ，ＤＢに対応した駆動画素グル
ープ２４とし、これらの駆動画素グループ２４の４つの画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１
３Ｗをそれぞれ、１つの絵素の表示色を定義するための赤、緑、青の３色の各階調データ
ＤＲ，ＤＧ，ＤＢに対応して駆動する。
【００５９】
　なお、前記赤、緑、青、及び白の４色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗは、各画
素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗに供給されるデータ信号の諧調値と、そのデータ信号
の諧調値に応じた電圧が印加されることによって得られる輝度とが比例するように形成さ
れている。
【００６０】
　この第１の実施例のように、１つの絵素を構成する赤、緑、青、及び白の４つの画素１
３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗを１つの駆動画素グループ２４として駆動する場合、１つ
の絵素の表示色を定義するための赤、緑、青の３色の各階調データＤＲ，ＤＧ，ＤＢに対
応する赤、緑、青の３色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂの輝度率は、ＲＲ＝ＤＲ／Ｄｆ，
ＲＧ＝ＤＧ／Ｄｆ，ＲＢ＝ＤＢ／Ｄｆ（Ｄｆは最大階調の値）で表される。
【００６１】
　一方、赤、緑、青、及び白の４色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗにそれぞれ供
給する入力諧調値Ｄ’Ｒ，Ｄ’Ｇ，Ｄ’Ｂ，Ｄ’Ｗは、供給された赤、緑、青の３色の階
調データＤＲ，ＤＧ，ＤＢから次のようにして定められる。
【００６２】
　すなわち、
　前記３色の階調データＤＲ，ＤＧ，ＤＢが全て０（ＤＲ＝ＤＧ＝ＤＢ＝０）のとき、赤
、緑、青、白の４色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗにそれぞれ供給する４つの入
力諧調値Ｄ’Ｒ，Ｄ’Ｇ，Ｄ’Ｂ，Ｄ’Ｗは、
　　Ｄ’Ｒ＝Ｄ’Ｇ＝Ｄ’Ｂ＝Ｄ’Ｗ＝０
に定められる。
【００６３】
　一方、前記３色の階調データＤＲ，ＤＧ，ＤＢが全て０以外のとき、
　　赤色画素１３Ｒに供給する入力諧調値Ｄ’Ｒは、
　　ＤＲ{１＋ｔＲｍｉｎ（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／（ＲＲＬｍａｘＲ

＋ＲＧＬｍａｘＧ＋ＲＢＬｍａｘＢ）}－Ｃ’ＬｍａｘＷ／（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋
ＬｍａｘＢ）
を整数化した値に、
　　緑色画素１３Ｇに供給する入力諧調値Ｄ’Ｇは、
　　ＤＧ{１＋ｔＲｍｉｎ（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／（ＲＲＬｍａｘＲ

＋ＲＧＬｍａｘＧ＋ＲＢＬｍａｘＢ）}－Ｃ’ＬｍａｘＷ／（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋
ＬｍａｘＢ）
を整数化した値に、
　　青色画素１３Ｂに供給する入力諧調値Ｄ’Ｂは、
　　ＤＢ{１＋ｔＲｍｉｎ（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／（ＲＲＬｍａｘＲ

＋ＲＧＬｍａｘＧ＋ＲＢＬｍａｘＢ）}－Ｃ’ＬｍａｘＷ／（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋
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ＬｍａｘＢ）
を整数化した値に、
　　白色画素１３Ｗに供給する入力諧調値Ｄ’Ｗは、Ｃ’を整数化した値に、
それぞれ定められる。
【００６４】
　ここで、整数化とは、少数点以下を取捨五入、切捨て、或いは切り上げ等の処理をする
ことである。
【００６５】
　ただし、Ｃ’は、以下のようにして定められる。
【００６６】
　　第１の諧調値係数ＤｆＲ，ＤｆＧ，ＤｆＢを、
　　ＤｆＲ＝ＤＲ{１＋ｔＲｍｉｎ（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／（ＲＲＬ

ｍａｘＲ＋ＲＧＬｍａｘＧ＋ＲＢＬｍａｘＢ）}（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ

）／（２ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）
　　ＤｆＧ＝ＤＧ{１＋ｔＲｍｉｎ（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／（ＲＲＬ

ｍａｘＲ＋ＲＧＬｍａｘＧ＋ＲＢＬｍａｘＢ）}（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ

）／（ＬｍａｘＲ＋２ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）
　　ＤｆＢ＝ＤＢ{１＋ｔＲｍｉｎ（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／（ＲＲＬ

ｍａｘＲ＋ＲＧＬｍａｘＧ＋ＲＢＬｍａｘＢ）}（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ

）／（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋２ＬｍａｘＢ）
と定義し、
　　第２の諧調値係数ＤｍＲ，ＤｍＧ，ＤｍＢを
　　ＤｍＲ＝ＤＲ{１＋ｔＲｍｉｎ（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／（ＲＲＬ

ｍａｘＲ＋ＲＧＬｍａｘＧ＋ＲＢＬｍａｘＢ）}
　　ＤｍＧ＝ＤＧ{１＋ｔＲｍｉｎ（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／（ＲＲＬ

ｍａｘＲ＋ＲＧＬｍａｘＧ＋ＲＢＬｍａｘＢ）}
　　ＤｍＢ＝ＤＢ{１＋ｔＲｍｉｎ（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／（ＲＲＬ

ｍａｘＲ＋ＲＧＬｍａｘＧ＋ＲＢＬｍａｘＢ）}
と定義し、
　これらの第２の諧調値係数ＤｍＲ，ＤｍＧ，ＤｍＢのうちの、最も小さい値をＤｍｍｉ

ｎとし、
　これらの第２の諧調値係数ＤｍＲ，ＤｍＧ，ＤｍＢのうちの、最も大きい値をＤｍｍａ

ｘとし、
　第１の諧調値係数ＤｆＲ，ＤｆＧ，ＤｆＢのうちの、最も小さい値がＤｆＲ又はＤｆＢ

で、２番目に小さい値がＤｆＧのとき、
　　Ｄｍｍｉｎ＜ＤｆＧの場合、
　　Ｃ’＝Ｄｍｍｉｎ（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／ＬｍａｘＷ

　　Ｄｍｍａｘ－Ｄｆ＞ＤｆＧの場合、
　　Ｃ’＝（Ｄｍｍａｘ－Ｄｆ）（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／ＬｍａｘＷ

　　Ｄｍｍｉｎ＜ＤｆＧ、且つ、Ｄｍｍａｘ－Ｄｆ＞ＤｆＧ以外の場合
　　Ｃ’＝ＤｆＧ（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／ＬｍａｘＷ

　第１の諧調値係数ＤｆＲ，ＤｆＧ，ＤｆＢのうちの、最も小さい値がＤｆＲで、２番目
に小さい値がＤｆＢのとき、
　　Ｄｍｍｉｎ＜ＤｆＢの場合、
　　Ｃ’＝Ｄｍｍｉｎ（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／ＬｍａｘＷ

　　Ｄｍｍａｘ－Ｄｆ＞ＤｆＢの場合、
　　Ｃ’＝（Ｄｍｍａｘ－Ｄｆ）（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／ＬｍａｘＷ

　　Ｄｍｍｉｎ＜ＤｆＢ、且つ、Ｄｍｍａｘ－Ｄｆ＞ＤｆＢ以外の場合、
　　Ｃ’＝ ＤｆＢ（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／ＬｍａｘＷ

　第１の諧調値係数ＤｆＲ，ＤｆＧ，ＤｆＢのうちの、最も小さい値がＤｆＢで、２番目



(17) JP 5526490 B2 2014.6.18

10

20

30

40

50

に小さい値がＤｆＲのとき、
　　Ｄｍｍｉｎ＜ＤｆＲの場合、
　　Ｃ’＝Ｄｍｍｉｎ（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／ＬｍａｘＷ

　　Ｄｍｍａｘ＜ＤｆＲの場合、
　　Ｃ’＝（Ｄｍｍａｘ－Ｄｆ）（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／ＬｍａｘＷ

　　Ｄｍｍｉｎ＜ＤｆＲ、且つ、Ｄｍｍａｘ＜ＤｆＲ以外の場合、
　　Ｃ’＝ＤｆＲ（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／ＬｍａｘＷ

　第１の諧調値係数ＤｆＲ，ＤｆＧ，ＤｆＢのうちの、最も小さい値がＤｆＧのとき、
　　Ｄｍｍｉｎ＜ＤｆＧの場合、
　　Ｃ’＝Ｄｍｍｉｎ（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／ＬｍａｘＷ

　　Ｄｍｍａｘ－Ｄｆ＞ＤｆＧの場合、
　　Ｃ’＝（Ｄｍｍａｘ－Ｄｆ）（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／ＬｍａｘＷ

　　Ｄｍｍｉｎ＜ＤｆＧ、且つ、Ｄｍｍａｘ－Ｄｆ＞ＤｆＧ以外の場合、
　　Ｃ’＝ＤｆＧ（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）／ＬｍａｘＷ

にそれぞれ設定して、赤、緑、青、及び白の各色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗ
へ供給する入力諧調値Ｄ’Ｒ，Ｄ’Ｇ，Ｄ’Ｂ，Ｄ’Ｗを算出し、算出された前記入力諧
調値Ｄ’Ｒ，Ｄ’Ｇ，Ｄ’Ｂ，Ｄ’Ｗの４色のデータ信号を、前記１つの駆動画素グルー
プ２４の赤、緑、青、及び白の４色の画素にそれぞれ供給する。
【００６７】
　この実施例によれば、図３に示した画素配列の液晶表示素子に、供給された赤、緑、青
の３色の階調データＤＲ，ＤＧ，ＤＢに対応した色再現性の良いカラー画像を表示させる
ことができる。
【００６８】
　図４は、前記図３の画素配列の液晶表示素子を上記第１の実施例により駆動したときの
赤、緑、青、及び白の４色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗからそれぞれ出射する
赤、緑、青、及び白の４色の光の分光特性を示している。
【００６９】
　なお、上記第１の実施例において、１つの絵素の表示色を定義するための赤、緑、青の
３色の各階調データＤＲ，ＤＧ，ＤＢに対応して駆動する画素は、液晶表示素子の画素配
列に対応して選択する。
【００７０】
　図５及び図６はそれぞれ上記第１の実施例における他の画素の選択例を示しており、図
５の例では、赤、緑、青、及び白の４色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗを各行毎
に同じ順序で交互に並べ、且つ隣合う２つの行のうちの一方の行の画素配列と他方の行の
画素配列との同色の画素同士を１．５画素ピッチずらして配列し、各行毎に、互いに隣合
う赤、緑、青、及び白の４つの画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗからなる複数の絵素
を構成した画素配列において、図の太い実線で囲った領域の４つの画素、すなわち各行毎
の１つの絵素を構成する赤、緑、青、及び白の４つの画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３
Ｗを、１絵素分の各階調データＤＲ，ＤＧ，ＤＢに対応した駆動画素グループ２４として
いる。
【００７１】
　また、図６の例では、隣合う２つの行のうちの一方の行に、赤、緑、青、及び白の４色
のうちの２つの色の画素、例えば赤色画素１３Ｒと緑色画素１３Ｇとを交互に並べて配列
し、他方の行に、前記赤、緑、青、及び白の４色のうちの他の２つの色の画素、例えば青
色画素１３Ｂと白色画素１３Ｗとを交互に並べて配列し、隣合う２つの行毎に、前記２つ
の行及び２つの列の赤、緑、青、及び白の４つの画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗか
らなる複数の絵素を構成した画素配列において、図の太い実線で囲った領域の４つの画素
、すなわち隣合う２つの行毎の１つの絵素を構成する赤、緑、青、及び白の４つの画素１
３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗを、１絵素分の各階調データＤＲ，ＤＧ，ＤＢに対応した
駆動画素グループ２４としている。



(18) JP 5526490 B2 2014.6.18

10

20

30

40

50

【００７２】
　図６のような画素の選択例では、１絵素分の各階調データＤＲ，ＤＧ，ＤＢに対応した
１つの駆動画素グループ２４の赤、緑、青、及び白の４つの画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ
，１３Ｗがそれぞれ、行方向、列方向、及び斜め方向において互いに隣接しているが、こ
れらの各色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗの形状が列方向に沿った細長の矩形形
状であり、各画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗ相互の隣接の度合い（隣接部分の長さ
）が互いに異なるため、隣接の度合いが強い画素同士、つまり赤色画素１３Ｒと緑色画素
１３Ｇ、青色画素１３Ｂと白色画素１３Ｗをそれぞれ互いに隣接する画素と見なし、隣接
の度合いが弱い画素同士、つまり赤色画素１３Ｒと青色画素１３Ｂ、緑色画素１３Ｇと白
色画素１３Ｗ、及び赤色画素１３Ｒと白色画素１３Ｗをそれぞれ隣接しない画素と見なす
ことにより、上記駆動方法を適用することができる。
【００７３】
　また、図６のような画素の選択例では、赤色画素１３Ｒと緑色画素１３Ｇ及び青色画素
１３Ｂと白色画素１３Ｗの中心間の距離に比べて、赤色画素１３Ｒと青色画素１３Ｂ、緑
色画素１３Ｇと白色画素１３Ｗ、及び赤色画素１３Ｒと白色画素１３Ｗの中心間の距離が
大きいため、赤と緑との画素１３Ｒ，１３Ｇ同士及び青と白との画素１３Ｂ，１３Ｗ同士
がそれぞれ隣接し、赤と青との画素１３Ｒ，１３Ｂ、緑と白との画素１３Ｇ，１３Ｗ、及
び赤と白との画素１３Ｒ，１３Ｗが隣接していないと見なして、上記駆動方法を適用して
もよい。
【００７４】
　　（第２の実施例）
　なお、上記第１の実施例は、１つの絵素の表示色を定義するための赤、緑、青の３色の
各階調データＤＲ，ＤＧ，ＤＢに対応して、１つの絵素を構成する赤、緑、青、及び白の
４つの画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗを駆動するものであるが、前記１つの絵素の
表示色を定義するための赤、緑、青の３色の各階調データＤＲ，ＤＧ，ＤＢに対応して駆
動する画素の選択数は、他の数でもよい。
【００７５】
　図７は、第２の実施例における、１つの絵素の表示色を定義するための赤、緑、青の３
色の各階調データＤＲ，ＤＧ，ＤＢに対応して駆動する画素の選択例を示しており、この
実施例は、１つの絵素の表示色を定義するための赤、緑、青の３色の各階調データＤＲ，
ＤＧ，ＤＢに対応して、１つの絵素を構成する赤、緑、青、及び白の４つの画素１３Ｒ，
１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗのうちの２つの画素を駆動するものである。
【００７６】
　すなわち、この実施例では、図７のような画素配列、つまり赤、緑、青、及び白の４色
の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗを、各行毎に、同じ順序で交互に並べて配列し、
各行毎に、互いに隣合う赤、緑、青、及び白の４つの画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３
Ｗにより複数の絵素を構成した画素配列において、図の太い実線で囲った領域の２つの画
素、すなわち各行毎の１つの絵素を構成する赤、緑、青、及び白の４つの画素１３Ｒ，１
３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗのうちの互いに隣合う赤と緑との２つの画素１３Ｒ，１３Ｇと、他
の互いに隣合う青と白との２つの画素１３Ｂ，１３Ｗと、をそれぞれ１絵素分の各階調デ
ータＤＲ，ＤＧ，ＤＢに対応した駆動画素グループ２５ａ，２５ｂとし、その一方の駆動
画素グループ２５ａの２つの画素１３Ｒ，１３Ｇと、他方の駆動画素グループ２５ｂの２
つの画素１３Ｂ，１３Ｗと、をそれぞれ、１つの絵素の表示色を定義するための赤、緑、
青の３色の各階調データＤＲ，ＤＧ，ＤＢに対応して駆動する。
【００７７】
　この実施例においては、前記一方の駆動画素グループ２５ａの赤と緑との２つの画素１
３Ｒ，１３Ｇに、１つの絵素の表示色を定義するための赤、緑、青の３色の各階調データ
ＤＲ，ＤＧ，ＤＢに基づいて上記のように算出された入力諧調値Ｄ’Ｒ，Ｄ’Ｇ，Ｄ’Ｂ

，Ｄ’Ｗのうちの赤と緑との入力諧調値Ｄ’Ｒ，Ｄ’Ｇの２色のデータ信号をそれぞれ供
給し、前記他方の駆動画素グループ２５ｂの青と白との２つの画素１３Ｂ，１３Ｗに、次
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の１つの絵素の表示色を定義するための赤、緑、青の３色の各階調データＤＲ，ＤＧ，Ｄ

Ｂに基づいて上記のように算出された入力諧調値Ｄ’Ｒ，Ｄ’Ｇ，Ｄ’Ｂ，Ｄ’Ｗのうち
の青と白との入力諧調値Ｄ’Ｂ，Ｄ’Ｗの２色のデータ信号をそれぞれ供給する。
【００７８】
　なお、上記第２の実施例において、１つの絵素の表示色を定義するための赤、緑、青の
３色の各階調データＤＲ，ＤＧ，ＤＢに対応して駆動する画素は、液晶表示素子の画素配
列に対応して選択する。
【００７９】
　図８及び図９はそれぞれ上記第２の実施例における他の画素の選択例を示しており、図
８の例では、赤、緑、青、及び白の４色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗを各行毎
に同じ順序で交互に並べ、且つ隣合う２つの行のうちの一方の行の画素配列と他方の行の
画素配列の同色の画素同士を２画素ピッチずらして配列し、各行毎に、互いに隣合う赤、
緑、青、及び白の４つの画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗからなる複数の絵素を構成
した画素配列において、図の太い実線で囲った領域の２つの画素、すなわち各行毎の１つ
の絵素を構成する赤、緑、青、及び白の４つの画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗのう
ちの互いに隣合う赤と緑との２つの画素１３Ｒ，１３Ｇと、他の互いに隣合う青と白との
２つの画素１３Ｂ，１３Ｗと、をそれぞれ１絵素分の各階調データＤＲ，ＤＧ，ＤＢに対
応した駆動画素グループ２５ａ，２５ｂとしている。
【００８０】
　また、図９の例では、隣合う２つの行のうちの一方の行に、赤、緑、青、及び白の４色
のうちの２つの色の画素、例えば赤色画素１３Ｒと緑色画素１３Ｇとを交互に並べて配列
し、他方の行に、前記赤、緑、青、及び白の４色のうちの他の２つの色の画素、例えば青
色画素１３Ｂと白色画素１３Ｗとを交互に並べて配列し、隣合う２つの行毎に、前記２つ
の行及び２つの列の赤、緑、青、及び白の４つの画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗか
らなる複数の絵素を構成した画素配列において、図の太い実線で囲った領域の２つの画素
、すなわち一方の行の互いに隣合う赤と緑との２つの画素１３Ｒ，１３Ｇと、他方の行の
互いに隣合う青と白との２つの画素１３Ｂ，１３Ｗと、をそれぞれ１絵素分の各階調デー
タＤＲ，ＤＧ，ＤＢに対応した駆動画素グループ２５ａ，２５ｂとしている。
【００８１】
　　（第３の実施例）
　図１０は、第３の実施例における１つの絵素の表示色を定義するための赤、緑、青の３
色の各階調データＤＲ，ＤＧ，ＤＢに対応して駆動する画素の選択例を示している。
【００８２】
　この実施例は、１つの絵素の表示色を定義するための赤、緑、青の３色の各階調データ
ＤＲ，ＤＧ，ＤＢに対応して、絵素２つ分の８つの画素を駆動するものである。
【００８３】
　すなわち、この実施例では、図１０のような画素配列、つまり赤、緑、青、及び白の４
色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗを、各行毎に、同じ順序で交互に並べて配列し
、各行毎に、互いに隣合う赤、緑、青、及び白の４つの画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１
３Ｗにより複数の絵素を構成した画素配列において、太い実線で囲んだ領域の８つの画素
、すなわち隣合う２つの行のうちの一方の行の１つの絵素を構成する赤、緑、青、及び白
の４つの画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗと、他方の行の１つの絵素を構成する赤、
緑、青、及び白の４つの画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗと、の合計８つの画素を、
１絵素分の各階調データＤＲ，ＤＧ，ＤＢに対応した駆動画素グループ２６とし、これら
の駆動画素グループ２６の赤、緑、青、及び白の各色の２つずつの画素１３Ｒ，１３Ｒ，
１３Ｇ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｂ，１３Ｗ，１３Ｗに、１つの絵素の表示色を定義するた
めの赤、緑、青の３色の各階調データＤＲ，ＤＧ，ＤＢに基づいて上記のように算出され
た入力諧調値Ｄ’Ｒ，Ｄ’Ｇ，Ｄ’Ｂ，Ｄ’Ｗのデータ信号をそれぞれ供給する。
【００８４】
　この実施例において、前記１つの駆動画素グループ２６の２つの赤色画素１３Ｒ，１３
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Ｒに供給するデータ信号は、同じ階調データＤＲの信号、２つの緑色画素１３Ｇ，１３Ｇ
に供給するデータ信号は、同じ階調データＤＧの信号、２つの青色画素１３Ｂ，１３Ｂに
供給するデータ信号は、同じ階調データＤＢの信号、２つの白色画素１３Ｗ，１３Ｗに供
給するデータ信号は、同じ階調データＤＷの信号である。
【００８５】
　　（他の実施例）
　なお、この発明の駆動方法は、図３及び図５～図１０に示した画素配列の液晶表示素子
に限らず、様々な画素配列の液晶表示素子の駆動に適用することができる。
【００８６】
　すなわち、赤と緑、赤と青、赤と白、緑と青、緑と白、青と白の画素がいずれも隣接し
ている画素配列においては、隣接の度合いが強い（隣接部が長い）画素同士を隣接する画
素と見なし、隣接の度合いが弱い（隣接部が短い）画素同士を隣接しない画素と見なすか
、或いは、互いに隣接している画素同士のうちの相互の中心間の距離が短い画素同士を隣
接する画素と見なし、相互の中心間の距離が長い画素同士を隣接しない画素と見なすこと
により、上記駆動方法を適用することができる。
【００８７】
　また、この発明の駆動方法は、赤、緑、青、及び白の４色の画素が予め定められた順序
で複数配列された液晶表示素子に限らず、赤、緑、青、及び白の４色の画素が予め定めら
れた順序で複数配列された他の表示素子、例えば有機ＥＬ（エレクトロルミネッセンス）
表示素子の駆動にも適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００８８】
【図１】表示装置の構成図。
【図２】液晶表示素子の一部分の断面図。
【図３】この発明の第１の実施例における１つの絵素の表示色を定義するための赤、　　
緑、青の３色の各階調データに対応して駆動する画素の選択例を示す図。
【図４】図３の画素配列の液晶表示素子を第１の実施例により駆動したときの赤、緑、青
、及び白の４色の画素からそれぞれ出射する赤、緑、青、及び白の４色の光の分光特性図
。
【図５】第１の実施例における他の画素選択例を示す図。
【図６】第１の実施例における他の画素選択例を示す図。
【図７】この発明の第２の実施例における１つの絵素の表示色を定義するための赤、　　
緑、青の３色の各階調データに対応して駆動する画素の選択例を示す図。
【図８】第２の実施例における他の画素選択例を示す図。
【図９】第２の実施例における他の画素選択例を示す図。
【図１０】この発明の第３の実施例を示す、１つの絵素の表示色を定義するための赤、緑
、青の３色の各階調データに対応して駆動する画素の区分図。
【符号の説明】
【００８９】
　１…液晶表示素子、１３Ｒ…赤色画素、１３Ｇ…緑色画素、１３Ｂ…青色画素、１３Ｗ
…白色画素、１４…絵素、１５…駆動手段、２４，２５ａ，２５ｂ，２６…駆動画素グル
ープ。
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